
はじめに

高知県レッドデータブック［動物編］編集委員
会（編）（ ）および谷地森・山崎（ ）によ
れば，高知県において生息が確認されているコウ
モリ目は，キクガシラコウモリ科キクガシラコウ
モリ ，コキクガシラ
コウモリ ，ヒナコウモリ科
モモジロコウモリ ，チチブ
コウモリ ，アブラコウモリ

， ヤ マ コ ウ モ リ
，ユビナガコウモリ ，

テングコウモリ ，コテングコ
ウモリ およびオヒキコウモリ
科オヒキコウモリ の 科 種と
なっている．このうち，ヤマコウモリ，テングコ
ウモリおよびオヒキコウモリの 種は高知県レッ
ドリストにおいて 情報不足 としてランクされ

ている．また，チチブコウモリおよびコテングコ
ウモリは， 年 月に高知県において初めて確
認された（谷地森・山崎， ）ばかりで，上記
種と同様にその生息状況は十分に把握されてい

ない．
筆者は， 年より四国に生息する哺乳類の分
布調査を行っている．その一環として，高知県に
おけるコウモリ目の生息状況を把握するため，か
すみ網を用いた飛翔個体の捕獲調査を 年に引
き続き 年に実施したので，その結果を報告す
る．

調査地域と方法

調査は， 年 月 日から 月 日にかけて
実施した．コウモリの捕獲については，かすみ網
を使って（鳥獣捕獲許可（平成 年度第 号，
第 号，第 号））行った。

四国自然史科学研究， ．（ ）
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対象地域は高知県全域とした．調査地点は谷地
森・山崎（ ）に従い設定した．設定した調査
地点は，四万十市中村勝間（以下，調査地 四万
十市 と称す），西土佐奥屋内（以下，調査地 西
土佐 と称す），高岡郡四万十町大正下道（以下，
調査地 大正 と称す），梼原町久保谷（以下，
調査地 梼原 と称す），津野町東津野芳生野丙（以
下，調査地 東津野 と称す），葉山黒川（以下，
調査地 葉山 と称す），須崎市浦ノ内福良（以下，
調査地 須崎市福良 と称す），出見（以下，調

査地 須崎市出見 と称す），高知市丸ノ内（以下，
調査地 高知市 と称す）および香美市物部久保
和久保（以下，調査地 物部 と称す）の ヶ所
である（図 ，表 ）．調査回数は，調査地 大正 ，
須崎市福良 および 物部 はそれぞれ 回，
その他の調査地はそれぞれ 回とした．
かすみ網は，メッシュサイズ ， 棚，幅

のもの 枚を用いた．調査はコウモリの飛翔ルー
トと予想される林道および登山道において行い，
かすみ網は飛翔ルートを遮るように地上高
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表 ．かすみ網を用いて捕獲調査を実施した調査地の概況と調査実施日（ 年）

調査地 標高（ ） 周辺植生 調査日 気温（ ）
（開始時 終了時） 天候

中村 スギ・ヒノキ植林
（近辺にシイ・カシ萌芽林） 月 日 晴れ

西土佐 スギ・ヒノキ植林
（近辺にウラジロガシ サカキ群集） 月 日 晴れのち曇り

梼原 スギ・ヒノキ植林
（近辺にシイ・カシ萌芽林） 月 日 晴れ

大正 シイ・カシ萌芽林
月 日 曇りのち雨
月 日 晴れ

東津野 スギ・ヒノキ植林
（近辺にシイ・カシ萌芽林） 月 日 晴れ

葉山 スギ・ヒノキ植林
（近辺にシイ・カシ萌芽林） 月 日 晴れ

須崎市福良 シイ・カシ萌芽林
月 日 晴れ
月 日 晴れ

須崎市出見 シイ・カシ萌芽林 月 日 晴れ

高知市 シイ・カシ群落 月 日 晴れ

物部 ブナ・スズタケ群落
月 日 晴れ
月 日 晴れ

図 ．かすみ網を用いて捕獲調査を実施した調査地．



に設置した．設置時間は，日没前後から
時 分までとした（ただし，日没前後から 時
分までの間にコウモリが発する超音波が感知され
なかった場合は 時 分で調査を終了した）．設
置後は，筆者がかすみ網の近辺に待機し，捕獲状
況の監視を行うと共にバット・ディテクター
（ ， 社）を用いて周辺
に飛来するコウモリの状況を把握した．バット・
ディテクターは 台使用し，その内 台は周波数
を および に設定し，他 台は随時周
波数を変化させて飛来するコウモリが発する超音
波を感知するように努めた．バット・ディテク
ターにコウモリが発する超音波が感知された場合
には，感知した時刻，気温および感知した周波数
帯を記録した．コウモリが捕獲された場合は，捕
獲時刻，気温および捕獲された地上高を記録し，
速やかにかすみ網から取り外した．捕獲した個体
は，前田（ ）に従って種の同定，外部生殖器
の観察による性の判別，中手骨の骨化の程度によ
る成獣幼獣の判別，ノギスを用いた前腕長の計測
（ 単位），ポケッタブルスケール（ハンディ

ミニ ， ， ）を用いた体重の
測定（ 単位）および外部寄生虫の採取を行っ
た．種名は阿部ら（ ）に従った．
捕獲した個体のうち，各種ごとに雌雄 個体ず
つ標本化し，他の個体は上記観察および計測を
行った後，捕獲地点において速やかに放逐した．
標本は四国自然史科学研究センターに保管されて
いる．放逐個体には初捕獲個体と再捕獲個体の混
同を避けるために，黒色の油性マジックを用いて
上腕部にマーキングを施した．

結 果

捕獲できた種および個体数は，キクガシラコウ
モリ科キクガシラコウモリ 個体，ヒナコウモリ
科チチブコウモリ（図 ） 個体，ユビナガコウ
モリ 個体，テングコウモリ（図 ） 個体およ
びコテングコウモリ（図 ） 個体の， 科 種
個体であった．調査地点ごとの捕獲状況を図

に，表 に各個体の計測値を示す．
捕獲個体数および捕獲地点数が最も多かった種

谷地森

表 ．捕獲個体の計測値

種 調査地 捕獲時間 性別 前腕長 体重

キクガシラコウモリ 須崎市福良 メス 未計測

須崎市出見
オス
オス

物部 オス
東津野 オス
中村 オス

チチブコウモリ
物部

オス
メス

ユビナガコウモリ 須崎市福良 メス
テングコウモリ

東津野
メス

コテングコウモリ オス

図 ．物部で捕獲されたチチブコウ
モリ．

図 ．東津野で捕獲されたテングコ
ウモリ．

図 ．東津野で捕獲されたコテング
コウモリ．



はキクガシラコウモリで， 地点（調査地 中村 ，
東津野 ， 須崎市出見 ， 須崎市福良 ，およ
び 物部 ）で計 個体捕獲された．次いで多かっ
た種はコテングコウモリ 地点（調査地 東津野
および 物部 ）で 個体ずつ捕獲された．テン
グコウモリは 地点（調査地 東津野 ）で 個体，
ユビナガコウモリも 地点（調査地 須崎市福良 ）
で 個体が捕獲された．
調査地ごとの結果を調査実施日順に以下に記
す．
調査地 須崎市福良 で 月 日に実施した調
査において，キクガシラコウモリ 個体（メス）
およびユビナガコウモリ 個体（メス）が捕獲さ
れた（表 ）．捕獲された全ての個体は成獣であっ
た．かすみ網にかかった部位の地上からの高さは，
捕獲された順にそれぞれ約 および で
あった．
調査地 須崎市出見 で 月 日に実施した調
査において，キクガシラコウモリ 個体（いずれ
もオス）が捕獲された（表 ）．捕獲された個体
は成獣であった．かすみ網にかかった部位の地上
からの高さは，捕獲された順にそれぞれ約
および であった．
調査地 高知市 で 月 日 に
かけて実施したが，コウモリの捕獲ならびに発す
る超音波を感知することはできなかった．

調査地 葉山 で 月 日 にか
けて実施したが，コウモリの捕獲ならびに発する
超音波を感知することはできなかった．
調査地 梼原 で 月 日に実施した調査では，
カスミ網にコウモリが引っかかったものの筆者が
捕獲する前に網から逃げられたために，種の同定
はできなかった（表 ）．かすみ網にかかった部
位の地上からの高さは，約 であった．
調査地 物部 で 月 日に実施した調査にお

いて，キクガシラコウモリ 個体（オス）が捕獲
された（表 ）．捕獲された個体は成獣であった．
かすみ網にかかった部位の地上からの高さは約
であった．

調査地 西土佐 で 月 日に実施した調査で
は，かすみ網の周辺でコウモリが発する超音波を
頻繁に感知した（表 ）ものの，捕獲はできなかっ
た．
調査地 東津野 （図 ）で 月 日に実施し
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表 ．須崎市福良（ 月 日実施）の結果

時刻 項目 気温（ ）
調査開始
キクガシラコウモリ 個体（メス）捕獲
（データ収集後，放逐）
コウモリが発する超音波（ ）確認
ユビナガコウモリ 個体（メス）捕獲
（データ収集後，放逐）
調査終了

図 ．調査地点ごとの捕獲状況．（ ）内の数字は調査回数を示す．



た調査において，コテングコウモリ 個体（オス），
テングコウモリ 個体（メス）およびキクガシラ
コウモリ 個体（オス）が捕獲された（表 ）．
捕獲された全ての個体は成獣であった．かすみ網
にかかった部位の地上からの高さは，捕獲された
順にそれぞれ約 ， および であっ
た．
調査地 物部 （図 ）で 月 日に実施した

調査において，チチブコウモリ 個体（オス，メ
ス 個体ずつ）およびコテングコウモリ 個体（性
別不明）が捕獲された（表 ）．捕獲された全て
のチチブコウモリは成獣であった．コテングコウ
モリはかすみ網からはずす際に逃げられたため
に，性の判別および成長段階の確認はできなかっ
た．かすみ網にかかった部位の地上からの高さは，
捕獲された順にそれぞれ約 ， および

であった．

谷地森

表 ．梼原（ 月 日実施）の結果

時刻 項目 気温（ ）
調査開始
かすみ網にコウモリがひっかかる（超音
波感知せず）．筆者が捕獲する前に，逃
げられる．
調査終了

表 ．物部（ 月 日実施）の結果

時刻 項目 気温（ ）
調査開始
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
キクガシラコウモリ 個体（オス）捕獲
（データ収集後，放逐）
調査終了

表 ．西土佐（ 月 日実施）の結果

時刻 項目 気温（ ）
調査開始
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
調査終了

表 ．須崎市出見（ 月 日実施）の結果

時刻 項目 気温（ ）
調査開始
キクガシラコウモリ 個体（オス）捕獲
（データ収集後，放逐）
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
キクガシラコウモリ 個体（オス）捕獲
（データ収集後，放逐）
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
調査終了



調査地 須崎市福良 で 月 日に実施した調
査では，かすみ網の周辺においてコウモリが発す
る超音波を頻繁に感知した（表 ）が，捕獲はで
きなかった．
調査地 大正 で 月 日に実施した調査では，
かすみ網の周辺でコウモリが発する超音波を数回
感知した（表 ）が，捕獲はできなかった．
調査地 中村 で 月 日に実施した調査にお
いて，キクガシラコウモリ 個体（オス）が捕獲
された（表 ）．捕獲された個体は成獣であった．
かすみ網にかかった部位の地上からの高さは約

であった．
調査地 大正 で 月 日に実施した調査では，
かすみ網の周辺でコウモリの飛翔が目撃された
（表 ）．ただし，コウモリが発する超音波は感
知できなかった．
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図 ．コテングコウモリおよびテングコウモリが捕獲さ
れた林道．

表 ．東津野（ 月 日実施）の結果

時刻 項目 気温（ ）
調査開始
コテングコウモリ 個体（オス）捕獲
（データ収集後，放逐）
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
テングコウモリ 個体（メス）捕獲
（標本化 標本番号 ）
キクガシラコウモリ 個体（オス）捕獲
（データ収集後，放逐）
調査終了

図 ．チチブコウモリおよびコテングコウモリが捕獲さ
れた林道．

表 ．物部（ 月 日実施）の結果

時刻 項目 気温（ ）
調査開始
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
チチブコウモリ 個体（オス）捕獲
（標本化 標本番号 ）
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
チチブコウモリ 個体（メス）捕獲
（データ収集後，放逐）
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コテングコウモリ 個体（性別不明）捕獲
（かすみ網からはずす際に逃げられた）
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
調査終了

表 ．須崎市福良（ 月 日実施）の結果

時刻 項目 気温（ ）
調査開始
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
調査終了

表 ．大正（ 月 日実施）の結果

時刻 項目 気温（ ）
調査開始
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
コウモリが発する超音波（ ）確認
降雨のために，中止

表 ．中村（ 月 日実施）の結果

時刻 項目 気温（ ）
調査開始
キクガシラコウモリ 個体（オス）捕獲
（データ収集後，放逐）
コウモリが発する超音波（ ）確認
調査終了



考 察

本調査で，高知県のコウモリ目の分布状況に関
して，チチブコウモリの新産地（香美市物部久保
和久保），コテングコウモリの新産地（高岡郡津
野町東津野村および香美市物部久保和久保），テ
ングコウモリの新産地（高岡郡津野町東津野），
キクガシラコウモリの新産地（須崎市浦ノ内出見
および福良，四万十市中村勝間）およびユビナガ
コウモリの新産地（須崎市浦ノ内福良）を確認し
た．
チチブコウモリは，これまで高知県内では吾川
郡いの町本川でのみ記録され（谷地森・山崎，
），今回の高知県内における本種の生息確認

は， 例目の記録である．なお，四国内では愛媛
県上浮穴郡面河村でのみ記録されている（前田，
）．また，本種は環境省の 年版レッドリ

ストにおいて絶滅危惧 類，愛媛県のレッドリス
ト（愛媛県貴重野生動植物検討委員会（編）， ）
において情報不足とランクされている．四国内に
おける本種の情報はきわめて少なく，さらに生息
状況調査を行う必要がある．
コテングコウモリは，これまで高知県では高岡
郡越知町でのみ記録され（谷地森・山崎， ），
今回の高知県内における生息確認は， および
例目の記録である．なお，四国内では徳島県（阿
部ら， ）および愛媛県（前田， 山本・
土居， 山本， ）で記録されている．ま
た，本種は環境省の 年版レッドリストにおい
て絶滅危惧 類，愛媛県のレッドリスト（愛媛県
貴重野生動植物検討委員会（編）， ）において
情報不足，徳島県のレッドリスト（徳島県版レッ
ドデータブック掲載種選定作業委員会， ）に
おいては絶滅危惧 類とランクされている．本種
もチチブコウモリと同様に四国内における情報は
きわめて少なく，さらに生息状況調査を行う必要
がある．
テングコウモリは樹洞での記録が多い種であ

り，これまでに高知県では高岡郡仁淀川町仁淀鳥
形山石神（ ， ）および吾川郡いの町
本川（佐藤・谷地森， ），香美市物部土佐久
保（仁尾かおり，私信）で記録されている．なお，
四国内では香川県（森井， ）および愛媛県（前
田， 山本・土居， ， ， ）で記録さ
れている．また，本種は高知県レッドリスト（高
知県レッドデータブック［動物編］編集委員会
（編）， ）において情報不足にランクされてい
る．さらに，環境省レッドリストにおいて絶滅危
惧 類，愛媛県のレッドリスト（愛媛県貴重野生
動植物検討委員会（編）， ）において情報不足，
香川県のレッドリスト（香川県希少野生生物保護
対策検討会（編）， ）において準絶滅危惧にそ
れぞれランクされている．本種も四国内における
情報はきわめて少なく，さらに生息状況調査を行
う必要がある．
上記の 種の他に確認されたキクガシラコウモ

リおよびユビナガコウモリは洞窟性の種である．
四国内において，これらの種に関する情報は比較
的多くみられる（前田， 澤田， 森井，

，山 ， ）．
今回の調査で高知県におけるコウモリに関する

いくつかの新しい情報を得ることができたが，高
知県全域における分布域や生息状況などを把握す
るには，充分とはいえない．森林生態系において
コウモリ目は，昆虫類の捕食者として重要な位置
を占める．被食者としての昆虫類には農林業に被
害をもたらす種が含まれ，コウモリ目は人間に
とっても有益な生物であるといえる．高知県に生
息するコウモリ目に関する調査は今後も継続し，
その生息状況把握を含めた科学的な情報を蓄積す
る必要がある．そして，得られた知見から具体的
な保護施策を検討することが，高知県におけるコ
ウモリ目の種の保存に重要であり，さらに高知県
における森林環境整備の検討を行う上でも非常に
有益であると考える．
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表 ．大正（ 月 日実施）の結果

時刻 項目 気温（ ）
調査開始
かすみ網の周囲を飛翔するコウモリを目
撃したが，超音波は感知しなかった．
調査終了



総合支援事業費補助金を受けて実施しました．
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